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ということである。

これまでの生物物理学は、1散底した還元論をとってきた。しかしそれでは、一番愈
な部分が説明できないということも分かってきた。つまり、アミノ酸だけでは蛋白質は
構成されず、配列情報は外からもたらされる、しかも上音畊苗造の体系がなければ構成で

きない、ということが分かってきたのである。したがって、生物がなけれぱ生命も存在
しえないわけで、まさに、卵が先か鶏が先かのΠ打題になってしまうわけだ。

そこで、情級の問題を解明したのが、マンフレッド・アイゲンである。彼は、1971年

に二榔本高分子進イヒ,抽楡を発表した。これは、「自己イ卿某を含tHヒ学田占ネットワークの

中から情級の+圃原である遺伝コードが生まれる」というものである。彼の理論力y憂れて

いるのは、生命は自己複製系であり情蝦を4三lj艾小ると説明した点だ自己をネ夏製するの

は、単に結晶が結品をネ夏製するような単純な工程ではなく、まったく1司じものを複製す

るためには大変な佶轍を必要とする。彼は遺伝コードの起源は、自己ネ妙4の起源と同等

3 生命=自己複製系・情報生成系

であると主張している。

このようにして二重制1卸岬'兪においては境界条件としてはあまり重到見されてこな

かった情報(遺伝)が、生命系においては主役となることが明らかになった。それは物

質加理では詔れない白己ネ夏製系という生命の炉飢として最初に仮定するべきものでもあ

ると。

4

[図表1]は、このような生物物理学の苔え方をふまえて、最近の科学の根源¥〕なテ

ーゼを私なりにまとめたものである。

自然界の三階層と秩序原理

いわゆる法則定立科学dX弌である物理科学は、物理科学法則としての物質法則と、境

外/初期条件の2つから成り立っている。生物世界や人冏世界においては、物質、1せ界に

はない新しし寸生質としてのシグナル陛プログラム(ゲノム)やシンボノ叶生プログラム(言

語)が付加されている。生物世界におけるネ剛包活動を説明するにあたっては、いわゆる物

質法則的なものではない科井原理として、ゲノム情帆が重要な1叟、割を果たし、むしろ主

役的な位置づけにあると言える。
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第1章 個人ゲノム解読の社会的問題

図表1 自然界のヨ浩層と秩序原理

"自キミの階層"

物質世界

生物世界

人間世界

"ネ失序原理'

"物質法則十境界/初期剣牛"

"シグナル性プログラム(ゲノム)十境界/初期剣半'

例生物世界:細胞活動=物質法則十ゲノム情報にちらが主役)

~~~~~~、
"シンボル性プログラム(奇吾)十境界/初期剣牛"

1.2 科学の危機と学術の再編

1.2.1 産官学連携の背景

次に、日本はな出斗学技術立国論をとなえ、産官学連携を井雌しているのかを考えて
みたい。これは換言司・れば、国際的な産業競争力をどう獲得するかという問題である。

どこの国も必ず歴史的に成長と衰退のサイクノレカ§あり、国際的に交イ弌していくのが歴史
の常道だが、こうした状況の中で、吻仟は、産業競争力の強化を 21世紀日本の最大の

課題としてとらえている。その具イ梯勺な力策として、以下の2つを目標に掲げている。
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a岼斗判女術の振興

「科学技術」を軸とした「新産業鴫11抽

②産学官逆究の描隹

大学の頭』畄を産業の発展のために活用し、経済成長を実現

簡単に言えぱ、これまで1才箱ものを作って投資し、経済を回転させてきたが、その方

向が行き詰った今後は、産官学の広域杓な人的ネットワークの下で効率的に櫛1欄発を
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